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 1 構成部品

 2 必要工具

 3 取付概要

固定用ブラケット 固定用ブラケットカバー モール（1.7ｍ） なべ小ねじ（M6×15） スプリングワッシャー（M6）

×1 ×1 ×1 ×4 ×4
ワッシャー（M6） スぺーサー バインド小ねじ（M4×15） エレクトロタップ（0.35～0.85） タイラップ（100mm）

×4 ×4 ×4 ×3 ×5
クッションテープ（75mm×250ｍｍ） 型紙 車両中央合わせ用型紙

×1 ×1 ×1

リアビジョン（TMX-R2200MG/R2200）ナビゲーション本体（別売）

※カットして
　使用します。

68M10308J11-A

平成22年11月現在のものです。11月以降の車両は変更されている場合があります。

車 種 年 式 型 式

セレナ
（サンルーフ無車用）

H17/5～ H22/11 C25･NC25
CC25･CNC25

※製品の仕様は、予告なく変更することがあります。

プラスドライバー 、マイナスドライバー、クリップはずし、14ｍｍレンチ、プライヤー、カッターナイフ、セロテープ、
マスキングテープ、保護メガネ、保護手袋（軍手）など、押しピン、電工ペンチ

ここでの説明は、固定用ブラケットの装着方法に限らせていただきます。モニターケーブルや電源の配線方法・場所についての
説明は、TMX-R2200MG/R2200の取扱説明書をご参照ください。

取付説明書
アルパイン リアビジョン専用取付キット

KTX-N202GB
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安全にお使いいただくために、必ずお守りください。

警 告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注 意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 人が傷害を負う危険が想定される内容および物
的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

●ご使用の前に、この取付説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、説明書を手元に置いて
ご使用ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、当社は責任を負いかねます。
●この説明書は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

分解・改造をしないでください。
事故・火災・感電の原因になります。

ねじなどの小物類は、幼児の手の届かないところ
に保管してください。飲み込んだ場合は、ただち
に医師と相談してください。

配線作業の前にはバッテリーのマイナス端子から
アース線を外して、配線作業をしてください。
感電・ケガの原因になります。

本製品には指定の液晶 TV以外のものを装着した
り、本来の目的以外のご使用はおやめください。
事故・破損の原因になります。

音がでない、映像が映らない、異物が入った、
煙が出る、変な臭いがしたときは、ただちに
使用を中止して、お買い上げ店に相談してく
ださい。事故・火災・感電の原因になります。

コード類は運転の妨げにならないように束ねてく
ださい。ハンドル・変速レバー・ブレーキペダル
などに巻き付くと、事故・故障の原因になります。

本製品に装着された液晶 TVにぶら下がったりし
ないでください。事故・破損の原因になります。

急発進・急停車等での事故防止のため、後部
座席に乗車する際は必ずシートベルトを着用
してください。事故・ケガの原因になります。

運転中は操作をしたり、画面を見たりしない
でください。事故・ケガの原因になります。
画面を見る場合や、操作を行う場合は、安全
な場所に停車してください。

説明書に従って、正しく接続してください。
火災・故障の原因になります。

コードをシートレールにはさんだり、突起物に当
てたりしないでください。断線やショートにより、
感電・火災の原因になります。

付属品を指定通りに使い、しっかりと固定してく
ださい。事故・故障の原因になります。

しばらく走行したのち各部のねじ等の緩みがない
か確認してください。事故・ケガ・故障の原因に
なります。

車以外には使わないでください。
故障・感電・ケガの原因になります。

水のかかるところ、湿気やほこりの多いところには
取り付けないでください。火災・故障の原因になり
ます。

この商品はルーフ内装部に直接装着し、ぶれ防止に
内装に密着させて固定する仕様になっています。取
り外した後、内装に装着跡が残ることがあります。

取り付け、配線には、専門技術と経験が必要になり
ます。お買い上げ店に依頼頂く事をお勧め致します。

説明書に従って、加工を行ってください。
説明書の指示を守らなかったことによる車両部品の
破損・ケガ等に対して、当社は責任を負いかねます。

電動ドライバーの使用を禁止します。
電動ドライバーは力の加減が難しく、ねじ穴を破損させるだけでなく、車を破損させる恐れがあります。

 4 取り付けにあたっての注意事項
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 5 取付要領

オーディオ
（ねじ 4ヵ所）

クラスターパネル
（クリップ 2ヵ所、フック 7ヵ所、ねじ 2ヵ所）

　 シフトノブ
（ねじ 1ヵ所）
1

エアコンパネル
（クリップ 4ヵ所、フック 5ヵ所）

グローブボックス
 （ねじ 7ヵ所）

サイドパネル
 （クリップ 1ヵ所、フック 2ヵ所）

車両部品の取り外し1. 

インパネ周り■
左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外し1. 
てください。

注意
キズ防止のため、要所をマスキング●
テープなどで保護してください。
ねじの紛失にご注意ください。●

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。
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Aピラーカバー（L）
 （クリップ 4ヵ所）

サンバイザー（L）
 （ねじ 2ヵ所）

アシストグリップ（L）
 （ねじ 2ヵ所）

サンバイザーホルダー（L）
 （フック 2ヵ所）

Aピラーロアカバー（L）
 （フック 6ヵ所）

ルームランプ
（フック 4ヵ所）

ルームランプガーニッシュ
（クリップ 2ヵ所）
※車両前方から引き下げて
　クリップを外してください。

ピラー周り■
左図を参照して内装部品を外します。1. 番号順に取り外
してください。

注意
キズ防止のため、要所をマスキング●
テープなどで保護してください。
ねじの紛失にご注意ください。●

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

ルーフ周り■
左図を参照して内装部品を外します。1. 

注意
キズ防止のため、要所をマスキング●
テープなどで保護してください。
ねじの紛失にご注意ください。●

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。
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車両中央合わせ用型紙

車両中央合わせ用型紙

車両の中央

リアルームランプ

リアエアコンパネル

※向きに注意

＜下から見た図＞

マスキングテープなど

合わせ
位置

合わせ
位置

F 押しピン

F
ルームランプ開口部に
あわせます。

マスキングテープなど

ルームランプ開口部

※ 型紙が落ちないように型紙の
　切り取り部を押しピンで固定します。

型紙

型紙

押しピン

車両中央合わせ用
型紙の中心線に
合わせます。

車両中央合わせ用型紙

押しピン

＜下から見た図＞

ルーフライニングの切り取り加工■
1. 車両中央合わせ用型紙をリアルームランプとリアエ
アコンパネルに合わせ、マスキングテープでルーフラ
イニングに固定します。

注意

● 車両中央合わせ用型紙の向きに注意
してください。
型紙とルーフライニングの間に隙間が●
できないように貼り付けてください。

2. 型紙のルームランプ合わせ位置を切り取ります。

3. 型紙をルームランプ開口部と 車両中央合わせ用型
紙の中心線に合わせ、マスキングテープでルーフライ
ニングに固定します。

      

F 型紙

※ルームランプ開口部に
　必ず合わせてください。

ルームランプ開口部

型紙合わせ位置

＜型紙合わせ位置：ルームランプ開口部側＞

押しピンで切り取り部を固定します。4. 

注意

切り取る前に、ルームランプ開口部と●
型紙の合わせ位置があっていることを
確認してください。
型紙が車両の中央にあることを確認し●
てください。

5. 型紙のルーフライニング切り取り部をカッターで切
り取ります。

注意
保護手袋を着用し、刃物の取扱いに注意
してください。

リアビジョンの取り付け2. 



- 6 -

加工した穴

ルームランプケーブル

※ケーブル類はこの穴を通します。

ルームランプコネクター

ルームランプコード
（緑：ドア信号）

ルームランプコード
（赤：＋B） ルームランプコード

（黒：アース）

●配線側から見た図

青（太）

青（細）
（ドア信号）

（＋B）

黒
（アース）

21 3

ルームランプコード

車両コード

エレクトロタップ

クッションテープ

ルームランプコードは、
エレクトロタップ接続後、
クッションテープを
巻き付けてください。

〈リアビジョン本体裏側〉

注意 リアビジョン極性変更スイッチが（－）になって
いることを確認してください。

ルームランプコードの接続■
ルームランプコードを、フロントのルームランプ部か1. 
らルーフライニングの開口部まで配線します。

注意
コードの前後を間違えないようにしてく
ださい。

Memo

配線通しや針金などを使用して、フロン
トルームランプ側から開口部へルームラ
ンプケーブルを引き出してください。

ルームランプ部にある白色3Pコネクターに、ルームラ2. 
ンプコードを エレクトロタップで接続します。

注意

マイナーチェンジなどにより、接続位●
置、配線色が変更になる場合がありま
すので、目安としてご利用ください。
コードの前後を間違えないようにして●
ください。
結線は、必ずルームランプコードをリ●
アビジョン本体へ接続する前に行って
ください。
結線には、付属の● エレクトロタップ
を必ず使用してください。また、接続
後、テスターにて導通を確認してくだ
さい。

3. エレクトロタップの接続箇所に クッションテープ
を巻いて保護します。

Memo
クッションテープは必要な長さにカッ

トして使用してください。
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加工した穴
Aピラーに沿って
配線します。

DINケーブル

※ケーブル類はこの穴を通します。

クッションテープ

DINケーブル

タイラップ

タイラップ
余長を束ねます。

DIN ケーブルの
アース端子

DINケーブルの
AUX IN端子

DIN ケーブルの
ACC端子

DINケーブルの配線■
助手席側Aピラー部からルーフライニングの裏へ通し、1. 
ルーフライニングの開口部まで仮配線します。

注意

カーテンエアバックに干渉しないよう●
に配線してください。
ケーブル類は余裕をもたせて配線して●
ください。

助手席側AピラーにDINケーブルを2. クッションテープ
で固定し、Aピラー下へ配線します。

DIN3. ケーブルを、グローブボックス奥に通しオーディオ
取付部へ配線します。

Memo

配線は接続するシステムによって異なり
ます。詳細はTMX-R2200MG/R2200
取扱説明書P17の「システムアップの
例」を参照して配線してください。

余長を図の位置に4. タイラップで束ねて収納します。
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※DINケーブルはこの穴を通します。

※ルームランプケーブルはこの穴を通します。

スペーサー（4個）

④なべ小ねじ
　（M6×15）（4本）

⑤スプリングワッシャー
　（M6）（4個）

⑥ワッシャー（M6）（4個）

DINケーブル

①固定用ブラケット

ルームランプケーブル

＜下側から見た図＞

F

F

固定用
ブラケットカバー

モール

車両の天井

幅の広い方が
内側

幅の狭い方が
外側

1cmほど長めに切断

セロテープ

固定用ブラケットの取り付け■
①固定用ブラケットの穴にケーブル類を通し、車両フ1. 
レームに固定します。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

Memo

スペーサーは、 固定用ブラケットに
マスキングテープで仮固定して取り付け
てください。

モールの取り付け■
1. 固定用ブラケットカバーに、 モールをはめ込みます。

注意

内装に直接触れる部分にはセロテープ●
は貼らないでください。セロテープの
糊が内装に移る事があります。
曲がっているところは● モールの裏側
部分にカッターナイフ（ハサミ）で切
り込みを入れ、モールを 固定用ブラ
ケットカバーの形状になじませてセロ
テープで固定します。

Memo
1cmほど長めに切断して全体に馴染ませ
るとキレイにできます。
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F

モニターケーブル ルームランプコード

配線はブラケットの奥へ
押し込みます。
（※下図参照）

＜下側から見た図＞

ルームランプコード

ねじ穴位置と配線位置
番号順に締め付けてください。

※TMX-R2200には、スペーサーは付属していません。
　 バインド小ねじ（M4×15）のみ使用して取り付けてください。　

ゴムキャップ（5個）

バインド小ねじ
（M4×15）（4本）

リアビジョン

スペーサー（4個）
（R2200MGのみ付属）

4

3 2

1

クッションテープ

DINケーブル
奥まで確実に接続してください。

リアビジョン本体の取り付け■
DINケーブル、1. ルームランプコードをリアビジョンに接
続します。
各ケーブルの接続部に2. クッションテープを巻いて保
護します。

Memo
クッションテープは必要な長さにカット

して使用してください。

リアビジョンを3. 固定用ブラケットに固定します。
ねじを締める順番は左下図を参照してください。

注意

電動ドライバーは絶対に使用しないで●
ください。破損の原因となります。
ケーブル類を挟み込まないようにして●
ください。
ねじの締めすぎに注意してください。●

車両部品の復元■
取り外した車両部品を元通りに復元します。1. 

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。




